
九
、
【
南
伊
豆
町
手
石
浜
の

　
　

 

阿
弥
陀
窟
の
不
思
議
】

　

筆
者
は
昨
年
十
月
、
南
伊

豆
町
手
石
浜
に
、
お
よ
し
伝

説
の
由
来
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

南
伊
豆
町
商
工
会
会
長
長
田

裕
二
郎
氏
に
遭
い
、
阿
弥
陀

窟
の
由
来
が
、
笹
子
の
伝
説

と
同
様
、
二
百
キ
ロ
先
の
彼

の
地
に
あ
り
、
今
尚　

毎
年

十
万
人
を
越
え
る
参
詣
者
で

賑
あ
う
祭
典
が
盛
大
に
挙
行

さ
れ
て
い
る
と
聞
か
さ
れ
た
。

ま
た　

南
伊
豆
で
は
、
こ
の

伝
説
の
阿
弥
陀
窟
を
、
文
化

遺
産
と
し
て
、
町
を
挙
げ
て

保
存
に
力
を
入
れ
、
国
指
定

天
然
記
念
物
、
伊
豆
七
不
思

議
の
一
つ
と
し
て
、
観
光
に

役
立
て
て
い
る
。
当
大
月
市

と
は
、
文
化
財
に
対
す
る
大

い
な
る
政
策
の
相
違
を
感
じ

た
。

【
南
豆
古
跡
阿
弥
陀
窟
縁
起
】

　

そ
も
そ
も
手
石
阿
弥
陀
窟

の
、
由
来
を
尋
ね
る
に
、
嘉

禄
年
中
、
親
鸞
聖
人
、
甲
州

等
々
力
の
精
舎
に
詣
で
給
い

し
頃
、
同
国
都
留
の
郡
、
羽

置
の
荘
笹
子
山
の
麓
、
阿
弥

陀
海
道
と
い
う
、
駅
宿
の
邊
、

葦
の
窪
と
い
う
所
、
こ
の
池

に
、
小
俣
左
衛
門
乃
尉
何
某

と
か
や
い
え
る
者
あ
り
。
か

れ
が
娘
に
、
「
を
よ
し
」
と

い
え
る
は
、
容
貌
た
お
や
か

に
し
て
、
暁
の
露
を
凝
ら
す

粧
い
春
柳
の
風
に
た
わ
め
る

風
情
有
り
し
と
な
り
。
其
の

頃
京
都
し
ん
て
い
（
朝
廷
に

仕
え
る
高
官
）
の
御
連
枝
何

其
と
か
や
い
し
御
方
、
い
と

嫣
然
な
る
、
雲
の
鬠
、
浮
世

の
塵
は
、
物
憂
し
と
無
常
を

観
じ
て
落
と
し
、
悉
達
太
子

の
昔
を
思
し
召
す
に
や
夜
半

に
、
王
城
を
忍
出
さ
せ
給
い
、

遠
近
超
え
て
此
の
山
里
の
鶴

寸
も
し
ら
ぬ
柴
の
庵
に
、
す

み
そ
め
の
御
衣
に
、
名
を
陰

お
は
せ
し
が
、
彼
の
女
、
こ

の
僧
の
い
と
も
け
だ
か
き
お

ん
風
情
を
、
見
ま
い
ら
す
る

に
、
二
十
歳
の
夏
の
花
一
両

蓮
柳
髪
は
散
ら
ぬ
れ
ど
、

亭
々
と
し
て
外
心
な
き
君
子

な
ら
め
。
あ
わ
れ
、
比
人
に

契
り
を
結
ば
ん
も
の
と
思
い

そ
め
、
艶
書
に
て
口
説
き
ま

い
ら
す
れ
ど
も
、
其
の
志
鉄

石
の
如
く
、
御
い
ら
へ
な
き

（
胃
議
）
に
よ
っ
て
、
を
よ

し
は
、
思
い
の
焔
に
身
を
焦

が
す
え
ん
婆
伽
が
古
、
松
浦

の
昔
も
劣
る
ま
じ
と
思
い
に

せ
ま
り
、
終
に
笹
子
の
流
、

荒
川
の
浪
に
身
を
投
死
失
せ

ぬ
。
時
に
其
の
悪
念
毒
龍
と

成
て
、
彼
御
僧
を
追
い
詰
め

巻
絞
め
巻
締
め
け
れ
ば
つ
い

に
空
し
く
成
り
給
う
。
そ
れ

よ
り
し
て
人
を
悩
ま
す
事
、

其
の
数
を
し
ら
ず
。
其
の
住

所
を
葦
が
淵
と
い
い
、
又
葦

が
窪
と
号
す
。
昔
は
百
数
十

間
の
つ
ち
ば
し
有
り
し
と
な

り
。
聖
人
、
こ
の
つ
ち
ば
し

を
御
通
行
有
り
け
れ
ば
、
怪

し
き
女
惚
然
現
れ
出
で
、
涙

を
流
し
、
聖
人
を
礼
拝
し
奉

り
、
大
士
我
を
助
け
給
え
と
、

云
て
、
掻
消
す
ご
と
く
に
失

せ
ぬ
。
時
に
小
俣
左
衛
門
不

思
議
の
夢
の
告
げ
に
よ
っ
て
、

聖
人
を
拝
請
し
奉
り
香
を
た

い
て
我
が
家
を
清
め
、
亡
女

閉
麗
多
道
薦
抜
の
御
供
養
を

ね
が
い
奉
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
。
聖
人
、
度
衆
生
大
慈
大

悲
の
筏
に
乗
じ
薩
婆
若
海
に

浮
、
一
唱
弥
陀
号
即
滅
無
量

罪
帆
を
張
っ
て
、
忝
も
、
手

に
筆
を
染
め
て
礫
に
弥
陀
の

名
号
を
書
き
給
い
、
葦
が
淵

に
投
げ
御
と
ぶ
ら
い
あ
り
け

れ
ば
、
彼
女
は
観
音
大
士
の

御
姿
と
現
じ
、
殺
さ
れ
給
い

し
御
僧
は
勢
至
大
士
の
御
姿

と
現
じ
、
光
明
赫
々
と
し
て

十
方
を
照
ら
し
て
禮
謝
せ
ら

る
。
時
に
不
思
議
な
る
か
な

名
号
の
石
、
淵
の
中
よ
り
飛

揚
が
り
、
二
菩
薩
の
先
に
立

ち
西
南
を
さ
し
、
白
こ
う
の

光
を
放
っ
て
飛
び
給
う
。
其

の
停
給
う
所
は
、
渺
渺
た
る

大
海
の
涯
、
潮
汐
乃
さ
し
来

る
岩
窟
の
中
、
今
に
不
思
議

の
霊
験
か
ぞ
え
る
に
、
い
と

ま
あ
ら
ず
。
聖
人
手
ず
か
ら

書
き
給
う
石
と
、
云
う
よ
り

こ
の
所
を
手
石
村
と
号
す
。

蒼
々
た
る
悪
龍
、
忽
然
成
仏

し
来
て
、
東
海
に
現
じ
給
う

に
よ
っ
て
、
寺
を
東
海
山
青

龍
寺
と
号
し
傅
た
り
。
宜
哉
。

彼
佛
、
海
中
に
現
じ
給
う
事
。

因
を
略
し
て
果
を
擧
げ
。
初

中
終
の
。
詳
審
を
省
く
と
い

え
ど
も
、
弘
誓
深
如
海
、
龍

女
成
仏
し
、
南
方
の
無
垢
刹

に
現
じ
給
え
る
示
相
に
し
て
、

云
彼
云
此
ま
こ
と
に
、
日
本

無
双
の
霊
場
な
り
。
熟
伏
惟

れ
ば
。
じ
ゅ
ん
ゑ
ん
逆
縁
平

等
に
、
利
益
し
給
う
と
い
え

ど
も
、
我
々
ご
と
き
凡
夫
を

し
て
生
涯
の
中
に
、
悪
心
を
、

翻
さ
せ
ん
が
た
め
、
且
は
上

根
、
中
根
、
下
根
、
其
信
心

の
浅
さ
と
深
さ
に
よ
っ
て
、

如
来
の
御
丈
域
は
、
丈
六
、

域
は
五
寸
、
七
寸
と
拝
し
奉

る
も
あ
り
。
下
劣
断
善
の
凡

夫
に
至
っ
て
は
、
只
黒
闇
ば

か
り
な
り
と
、
笑
う
も
あ
り
。

　

如
是
霊
験
、
一
船
に
一
坐

し
な
が
ら
、
其
差
別
有
こ
と
、

尋
常
人
の
恐
る
る
所
な
り
。

是
全
、
生
き
て
は
悪
心
を
翻

さ
せ
、
死
し
て
は
後
生
善
所

の
蓮
の
う
て
な
に
、
誘
引
が

為
、
如
来
種
々
の
身
を
現
じ

て
、
済
度
し
給
う
事
は
、
経

典
に
演
説
し
給
う
が
ご
と
し
。

何
ぞ
我
宗
、
他
宗
と
論
ぜ
ん

　

あ
に
神
儒
佛
を
争
哉
。
庶

幾
所
は
、
衆
善
奉
行
、
諸
悪

莫
作
、
天
下
泰
平
、
後
生
善

所
た
ら
し
め
ん
が
為
な
り
と
。

「
可
信
可
迎
可
拝
可
嘆
。
阿

弥
陀
窟
與
鳩
合
霊
及
吹
潮
あ

な
同
波
脈
絡
相
通　
　

此
三

霊
總
日
金
剛
窟
也　

往
古
有

一
龍
窟
宅
乎
此
感
通　

文
覚

師
。
侍
明
之
勝
縁
而
稟
生
於

人
間
是
其
縁
コ
也
有
偈
日
一

龍
會
窟
宅
。
雲
雨
雄
雌
情
。

一
夕
聞
奇
韻
。
連
宵
哭
声
感
。

何
図
消
罪
業
。
却
好
失
威
獰
。

天
寿
同
時
殄
。
士
風
別
処
生
。

女
魂
去
聖
狭
男
魂
転
王
城
。

彼
欲
離
三
悪
。
此
猶
懐
不
平

因
縁
峨
難
断
絶
。
恩
愛
自
纏

エ
イ
。
独
復
幽
蟉
故
俱
忘
繾

綣
盟
。
細
書
深
願
力
。
六
字

大
慈
悲
。
頓
為
圓
眞
現
。
忽

然
正
覚
成
聖
容
従
北
到
。
精

爽
向
西
行
。
残
照
銘
玄
石
余

光
耀
碧
瀛
南
方
無
垢
刹
。
霊

跡
固
分
明
。
鳩
合
霊
。
又
日

覇
図
霊　

是
文
覚
聖
人
結
界

持
明
之
霊
也
。
（
経
文
）
」

註手
石
文
化
財
・
史
跡
一
覧
に

よ
れ
ば
、
阿
弥
陀
窟
に
は
、

満
潮
の
時
、
船
に
て
入
る
と
、

三
体
の
観
音
様
が
金
色
の
光

を
放
っ
て
見
え
る
と
の
事
で
、

こ
の
不
思
議
な
光
景
を
見
る

た
め
、
遊
覧
船
が
出
る
。

　

手
石
浜
阿
弥
陀
窟
は
、
南

伊
豆
で
も
著
名
な
海
水
浴
場

弓
ヶ
浜
に
隣
接
し
た
岬
で
、

こ
の
岬
の
下
に
位
置
し
ま
す
。

　

こ
の
岬
が
阿
弥
陀
山
で
、

文
化
財
と
し
て
、
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。
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